

















































される こ とを示 して い る ｡
第7章では , 核融合研究用 高出力 CO 2 レ ー ザ ー の シ ス テ ム として の 動作特性に つ い て述 べ , 多重
ス ペ ク ト ル 線増幅 に よる エ ネ ル ギ ー 取 り出し効率の 改軋 非線形増幅および吸収を受 ける場合の レ ー
ザ ー パ ル ス 波形 の 変形を ど大規模 レ ー ザ ー シ ス テ ム に おけ･る問題点を明 らか に して い る ｡
第 8章は , 結論で あ っ て , 得 られた結果をまと め本論文の 総括と し て い る ｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は, 核融合研究用高出力電子 ビー ム制御 C O2 レ ー ザ ー の 開発 に 関す る 研究をまと めたもの
で , そ の 研究成果を要約する と次の 通りである ｡
脚 レ ー ザ ー ガ ス の 高気圧化と 多重 ス ペ ク ト ル 線 の 増幅を採用 する こ と によ り レ ー ザー増幅器から の
エ ネ ル ギー取り出し効率が大幅に改善さ れる ことを明ら か に した ｡ こ れ は, レ ー ザ ー ガ ス 分子 の 回
転レ ベ ル 間 の緩和が促進さ れるため である ｡
( 2) 大電流冷陰極型電子銃に閲 し, そ の 形状に より動作特性が大幅に 変化する こ とを詳細 に調 べ , 設
計指針を確立 して い る ｡
r3) レ ー ザ ー 増幅器間の結合を防止す るため アイ ソ レ ー ク ー の 開発を行を い , 寄生発振の 防止法を開
発して い る ｡
r4) He を含ま を い レ ー ザ ー ガ ス の 動作特性をしら べ , 励起効率お よび実効飽和 エ ネ ル ギ ー が高 い こ
とを見出し, 効率を大幅 に改善して い る ｡ ま た PFN 電源の 採用 に より電源効率を改善する方法を
確立して い る｡
以上 の よう に本論文は, 高出力C O2 レー ザ ー の 設 計製作に つ い て 新し い 多く の 知 見を得て おり ,
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